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また、虐待を受けて保護される子どもが増え続け、
受け皿となる児童養護施設や里親の拡充が求めら
れています。

ライツオン・チルドレンでは、引き続き子どもた
ちへの教育・スキル研修と、企業を中心とする社
会全般への発信・啓発の活動に取り組んでいきま
す。

ライツオン・チルドレンはここに至るまで、多く
の企業・個人の皆さまに支えられてきました。
引き続き、ご支援・ご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

特定非営利活動法人ライツオン・チルドレンは、�
月 �� 日で法人設立から � 周年を迎えました。

この � 年間で、児童養護施設や社会的養護、子ども
虐待などを巡る社会状況は大きく変わりました。
しかしながら、まだまだ取り組まなければならな
いことがたくさんあります。

���� 年の法人設立時に �� 歳だった子どもたち
が、今年で �� 歳になりました。
この間に児童養護施設の子どもの大学等進学率は
上昇してきましたが、安心して卒業できるように
するためにはより一層のサポートが求められま
す。

���� 年 � 月 �� 日
ライツオン・チルドレン メンバー一同
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法 人 概 要

沿 革

特定非営利活動法人ライツオン・チルドレン
(Specified Nonprofit Organization Lights On Children)

2014 年 5 月（法人格取得）

理事長　立神 由美子

社会からの支援を必要とする子ども達を、企業・個人と共に支えます

東京都渋谷区桜丘町 30-12 マイア渋谷桜丘 201

https://lightson-children.com

東京を中心とする首都圏

名 称

設 立

代 表 者

ミ ッ シ ョ ン

事務局所在地

ウェブサイト

主な活動地域

任意団体として設立

子どもにパソコンと講習会を提供する「e2 プロジェクト」事業開始

特定非営利活動法人の法人格を取得

「FIT チャリティ・ラン 2014」支援先団体に選出

子どもに職業体験を通年で提供する「ジョブリハ」事業開始、第 1 弾「ホテルの仕事」

多目的スペース「ロッカーズ・ルーム」開設

「企業内・社員向け啓発セミナー」事業開始

ジョブリハ第 2 弾「プログラミング、デザインの仕事」開始

情報発信ウェブサイト「社会で子育てドットコム」開設

2014 年 4 月

2014 年 5 月

2014 年 10 月

2015 年 4 月

2015 年 6 月

2017 年 12 月

2018 年 7 月
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親と暮らせない子どもたち

自然災害事件・事故 離婚・DV

子ども虐待 経済的困難健康上の問題

児童養護施設や里親などで暮らす子どもは全国に約 3 万 5 千人 * います。

* 厚生労働省「社会的養育の推進に向けて（平成 31 年 4 月）」

児童相談所における児童虐待相談件数の推移 *
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ライツオン・チルドレンは平成 30 年度 10 月に定款を変更し、活動対象を「児童養護施設の児童・退所者」から「社
会的養護の児童・措置解除者」へと拡大しました。子どもの育ちに社会全体で責任を持ち、必要な支援を行っていく
うえで、NPO だからこそ果たせる役割があると私たちは思っています。
ライツオン・チルドレンは、施設や里親などの皆さまと協力しながら、子どものためにリソースをより活用できる
社会を目指して、活動を続けて参ります。

ライツオン・チルドレンは
社会からの支援を必要とする子ども達を
企業・個人と共に支えます

社会が子どもの「育ち」に責任を持つうえで解決すべき問題は多岐にわたります⸺虐待（不適切な養育）の予防と
早期発見、虐待を受けた子どものケア、貧困の影響の克服、親が病気で子育てができない場合の代替養育などです。
こうした問題に対処する児童福祉の領域を「社会的養護」といいます。社会的養護のもとで暮らしている子どもは全
国で約 4 万 5 千人います（厚生労働省「社会的養育の推進に向けて（平成 31 年 4 月）」）。
社会的養護の主な担い手を下図に示します。最も多くの子どもを引き受けているのは児童養護施設です。ほかの施
設や里親などもそれぞれ大切な役割を担っています。

自立援助ホームファミリーホーム

社 会 的 養 護

里親乳児院児童養護施設

児童自立支援施設児童心理治療施設 母子生活支援施設
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ライツオン・チルドレンの事業

教える・学ぶ
児童養護施設等の子ども
たちへ、スキル支援など教
育・研修を行っています。

知る・知らせる
企業等の皆さまへ、社会的養
護や児童養護施設に関する
啓発活動を行っています。

つながる・つなげる
児童養護施設と企業・個人
の皆さまの交流を促し、と
もに課題に取り組みます。

ライツオン・チルドレンは「教える・学ぶ」「知る・知らせる」「つながる・つなげる」の 3 系統の事業を展開し、多面
的な活動を通じて社会的養護をサポートしています。
平成 30 年度は次の 2 つのプロジェクトが新たに加わりました。ジョブリハ「プログラミング、デザインの仕事」

（2017 年 12 月開始）と社会で子育てドットコムです。

ライツオン・チルドレンのプロジェクトはすべて企業や個人の皆さまからのご協力・ご寄付によって成り立って
います。国・地方公共団体からの補助金等は受け取っていません。
当法人では決算書作成を会計事務所に依頼し、所定の報告書等を東京都・税務署などに提出しています。財務諸表
は当法人ホームページで公開しています。
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e2 プロジェクト
パソコン講習会

児童養護施設等の高校生や退所者（卒園生）に向けて、パソコンとパソコン講習会を提供する「e2 プロジェクト」。平
成 30 年度は 11 回の講習会を開催し、38 名に 1 人 1 台のノートパソコンをプレゼントしました。東京だけでなく、
千葉県の児童養護施設からも参加がありました。
講習会では Word、Excel、PowerPoint の使い方と、インターネットの注意点などを学びます。アンケートでは「大人
の方と楽しくしゃべりながらパソコンや情報セキュリティの勉強ができた」「念願のパソコンが貰えたのがうれし
い」といったコメントが寄せられました。
発展編の「プラス講習会」も 7 回開催しました。参加者の中から、パソコンの資格をとって就職が決まった高校 3 年
生もいました。
おかげさまで、パソコン講習会は 2019 年 3 月で 50 回を達成しました。2014 年以来、216 人の子どもが、ほぼ毎月開
催しているレギュラー講習会に参加しました。不定期開催の出張講習会も含めると、社会的養護の子ども、退所者、
施設に寄贈したパソコンは 250 台に達しました。

平成 30 年度は森ビル株式会社様、ブラックロック・ジャパン株
式会社様、Facebook Japan 様、ドイツ銀行グループ様、東京ス
ター銀行様、一般社団法人バックナインソーシャルプロジェク
ト様などにご支援・ご協力をいただきました（順不同）。

パソコン講習会（基礎編）　2018 年度実績

プラス講習会（発展編）　2018 年度実績

第 40 回

第 41 回

第 42 回

第 43 回

第 44 回

第 45 回

第 46 回

第 47 回

第 48 回

第 49 回

第 50 回

日程

2018 年 4 月 14 日、15 日

2018 年 5 月 12 日、13 日

2018 年 6 月 16 日、17 日

2018 年 7 月 14 日、15 日

2018 年 8 月 25 日、26 日

2018 年 9 月 8 日、9 日

2018 年 10 月 13 日、14 日

2018 年 11 月 17 日、18 日

2019 年 1 月 19 日、20 日

2019 年 2 月 9 日、10 日

2019 年 3 月 9 日、10 日

参加者数

4 名

1 名

4 名

3 名

5 名

4 名

3 名

2 名

3 名

5 名

4 名

場所

ロッカーズ・ルーム

ロッカーズ・ルーム

ロッカーズ・ルーム

ロッカーズ・ルーム

ロッカーズ・ルーム

ロッカーズ・ルーム

ロッカーズ・ルーム

ロッカーズ・ルーム

ロッカーズ・ルーム

ブラックロック・ジャパン様

ロッカーズ・ルーム

第 16 回

第 17 回

第 18 回

第 19 回

第 20 回

第 21 回

第 22 回

第 23 回

日程

2018 年 7 月 8 日

2018 年 8 月 4 日

2018 年 9 月 2 日

2018 年 11 月 4 日

2018 年 12 月 2 日

2019 年 1 月 6 日

2019 年 2 月 3 日

2019 年 3 月 17 日

参加者数

1 名

3 名

1 名

2 名

2 名

2 名

2 名

2 名

場所

ロッカーズ・ルーム

ロッカーズ・ルーム

ロッカーズ・ルーム

ロッカーズ・ルーム

ロッカーズ・ルーム

ロッカーズ・ルーム

ロッカーズ・ルーム

ロッカーズ・ルーム
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ジョブリハ
「プログラミング、デザインの仕事」

児童養護施設等の高校生を対象に、1 年かけて職業体験を提供する「ジョ
ブリハ」。2018 年末から「プログラミング、デザインの仕事」がスタートし
ました。一般社団法人コトの共創ラボ様を中心に、様々な方に講師・スタッ
フとしてご協力いただいています。
平成 30 年は児童養護施設から 8 人が参加してくれました。まずはブロッ
ク遊びの様にパーツをつなげてプログラミングを体験するところから始
めて、3D ゲームエンジン「Unity」やグラフィックデザイン用ソフト

「Adobe Illustrator」の操作の練習を重ね、最終的には高校生ひとり 1 人が
ゲームまたはデザインの作品制作に臨みました。
ジョブリハでの経験を通じて、プログラマの仕事やその他パソコンを使っ
た仕事を具体的にイメージできるようになったかどうかについて、事後ア
ンケートでは 8 割が「少しイメージできるようになった」と回答し、全員が

「プログラミングやデザインの仕事をやってみたい」と回答しました。
ジョブリハ「ホテルの仕事」は平成 30 年度は休止していましたが、令和元
年度から再開し、「プログラミング、デザインの仕事」と同時進行します。

第 1 セッション

第 2 セッション

第 3 セッション

第 4 セッション

第 5 セッション

第 6 セッション

第 7 セッション

第 8 セッション

第 9 セッション

第 10 セッション

第 11 セッション

第 12 セッション

日程

2017 年 12 月

2018 年 1 月

2018 年 2 月

2018 年 3 月

2018 年 4 月

2018 年 4 月

2018 年 6 月

2018 年 7 月

2018 年 8 月

2018 年 9 月

2018 年 10 月

2018 年 11 月

2018 年 12 月

内容

児童養護施設・子ども向け説明会

初級編：Ozobot と Scratch

初級編：Ozobot と Scratch

初級編：Adobe Illustrator

初級編：Adobe Illustrator / Scratch

中級編：Adobe Illustrator / Unity

中級編：Adobe Illustrator / Unity & VR 体験

中級編：Adobe Illustrator / Unity

中級編：Adobe Illustrator / Unity

上級編：スマホケースのデザイン / Unity を使ったゲーム作成

上級編：スマホケースのデザイン / Unity を使ったゲーム作成

上級編：スマホケースのデザイン / Unity を使ったゲーム作成

プレゼンテーション：オリジナルのスマホケース、ゲーム

▲ Illustrator で商品パッケージを再現したもの。

▲ Unity で自作した 3D ゲーム。



�

平成 30 年度も企業に赴いて社会的養護に関するセミナー等を 6 回実施しました。
企業が「e2 プロジェクト」などを通じて社会的養護分野に関わっていくにあたって、「社員の皆さまにその意義をよ
く理解していただけるように」と企業内セミナーの実施を希望される場合もあります。
ライツオン・チルドレンのセミナーはこれまで主に児童養護施設について解説してきましたが、平成 30 年度は初
めて「母子生活支援施設」に焦点を当てたセミナーを実施しました。

事後アンケートでは、「貴重なお話しを聞くことができて、有意義な時間でした。 自分もできることは何かしないと
という気持ちになりました。」「１時間では足りないと思うほど、興味のある内容でした。」などのコメントをいただ
きました。
皆さまにセミナーで関心を持っていただいた後に、どう具体的なアクションにつなげていくかが課題となっていま
したが、平成 30 年度は児童福祉施設への物品寄贈のための社内ボランティアなどに合わせてセミナーを実施する
ことができ、好評をいただきました。

▲ 丸の内トラストタワーにて。 ▲ Facebook Japan 様にて。

日程

2018 年 6 月

2018 年 9 月

2018 年 10 月

2018 年 12 月

2019 年 3 月

2019 年 3 月

内容

「社会的養護について」

「皆さまにお願いしたいご支援」

「社会的養護について」

「母子生活支援施設について」

「フレンドホームについて」

「母子生活支援施設について」

場所・企業名（順不同）

丸の内トラストタワー　ブラックロック・ジャパン株式会社様、
ウェルズファーゴ証券様、ホワイト & ケース法律事務所様・ホ
ワイト & ケース外国法事務弁護士事務所（外国法共同事業）様 

Facebook Japan 様

東京スター銀行様

東京スター銀行様

DTCC 様

ドイツ銀行グループ様
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これまで、セミナー参加者などから「社会的養護に関するニュースをもっと知りたい」「子ども達のニーズに関する
情報はどこかに集約されていないのか」という声を多く頂いていました。そこでライツオン・チルドレンは、2018 年
7 月から独自のオンラインメディア「社会で子育てドットコム」を立ち上げました。

「社会で子育てドットコム」は、社会的養護の現場を取材した独自記事（ニーズ紹介、コラム）や注目ニュースの紹介
記事（ニュースウォッチ）を発信しています。平成 30 年度末までに 61 本の記事を出し、多くの方にアクセスして頂
きました。外部団体の方からも「社会貢献活動を考えるうえで参考になった」との声を頂戴しています。
このプロジェクトはドイツ銀行グループ様にご支援をいただいています。

https://shakaidekosodate.com



��

ロッカーズ・ルーム（LOCer’s ROOM）は、ライツオン・チルドレンが東京・渋谷に開設した多目的スペー
スです。ライツオン・チルドレンは、社会的養護の内と外の垣根を低くし、人と情報のハブになることを
目指しています。

平成 30 年度はロッカーズ・ルームでクッキング・クラスを 3 回開催しました。
施設を退所する前後の子どもと一緒に料理を作り、ランチを楽しみました。安く手に入る材料で簡単に
作れる料理にみんなでトライしました。どの料理もとてもおいしく出来て、楽しい時間を過ごしました。

クッキング・クラス

東京スター銀行様、バリラジャパン株式会社様、
ICARO miyamoto 様にご支援・ご協力いただきま
した（順不同）。

日程

2018 年 7 月 31 日

2018 年 11 月 11 日

2019 年 3 月 3 日

メニュー

キーマカレー、即席漬物
杏仁豆腐

ペンネアラビアータ、ゆでたまごのサラダ
シェフのスペシャルデザート

ひなまつりのちらし寿司
ハンバーグ
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二葉むさしが丘学園 オープンカフェふたば
児童養護施設 二葉むさしが丘学園 

「" 社会 " 的養護のしくみをつくる」
（2018 年 7 月 19 日）

理事長の立神がゲストとして登壇しました。

BuzzFeed Japan 
「おかえり」とドアを開ける場所で、事件は起きた。児童養護施設が " 実家 " であるために
（2019 年 2 月 26 日）

https://www.buzzfeed.com/jp/akikokobayashi/hitogotojyanai18

理事長の立神と事務局の石井が取材を受けました。
記事は Yahoo! ニュース トップに掲載されました。

産経ニュース / 産経新聞
施設長刺殺不起訴「やりきれない」　地域に開かれた児童施設「防犯に限界」

（2019 年 5 月 17 日 /18 日）
https://special.sankei.com/f/society/article/20190517/0001.html

理事長の立神が取材を受けました。

メッセージ：東京の児童養護施設で発生した事件の報道に接して
（2019 年 2 月 25 日）

https://lightson-children.com/news/2019/02/25/ 東京の児童養護施設で発生した事件

事件発生当日に、報道に接した人向けの緊急メッセージを発出しました。

社会で子育てドットコム

最新ニュースの解説や、独自取材によるコラム、ニーズ紹介を随時発信中です。
https://shakaidekosodate.com

メディア掲載・出演

主な対外発信
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ご支援・ご協力いただいた法人等の皆さま
（平成 30 年度　順不同・敬称略　プロジェクト実施パートナーを含む）

森ビル株式会社
およびグループ企業

ドイツ銀行グループ ブラックロック・ジャパン
株式会社

日本アイ・ビー・エム
株式会社

キャピタル・グループ Facebook Japan一般社団法人
コトの共創ラボ

東京スター銀行

バリラジャパン株式会社 DTCC Japanホワイト & ケース法律事務所、
ホワイト & ケース外国法事務

弁護士事務所（外国法共同事業）

一般社団法人バックナイン
ソーシャルプロジェクト

ウェルズ・ファーゴ証券 ICARO miyamoto LIFE.14

ご支援・ご協力をいただいた皆さまに厚く御礼申し上げます。

令和元年度も、ライツオン・チルドレンをよろしくお願い申し上げます。

上記のほか、個人の皆さまから総額 274,100 円の寄付をいただきました。

ロゴの著作権など知的財産権は各企業等に帰属します。
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決算報告

プライバシーポリシー
ライツオン・チルドレンは、活動を行ううえで取得した個人情報の適正な取扱いの確保のため、
個人情報の保護に関する法律その他の関連法令並びに国の定めるガイドラインその他の規定を
遵守し、プライバシーポリシーを定め、個人情報の保護に努めます。
最新のプライバシーポリシーは、ホームページにて公開しています。
https://lightson-children.com/privacy-policy/

ご支援のお願い

ご寄付

企業等の使用済パソコンのご提供

詳しくは WEB で！
https://lightson-children.com/support/#donation

オンラインのクレジットカード決済では、500 円から
寄付を受け付けています。銀行振込 クレジットカード

職場などで 30 台以上の端末を処分する機会がある皆さま、
その端末を社会貢献に役立ててみませんか？

特設ウェブページ公開中！
https://bit.ly/2HXzc0s

無料で回収・リユース 確かなセキュリティー 子どもの IT スキル支援の
資金になります

主に法人のお客様を対象に、使
用済のパソコン、タブレット、ス
マートフォンの回収を無料で承
ります（基本的にすべてのメー
カーの製品が回収可能です）。回
収拠点は全国にあるので、まず
はお問い合わせください。

お客様のパソコン類の回収は 日本ア
イ・ビー・エム株式会社（IBM）に委託し、
IBM のリファーブセンターにてリユー
スします。IBM では稼動確認のために、
国内外の第三者機関の製品認定を受け
た 実 績 の あ る ソ フ ト ウ エ ア に よ り、
データ上書き作業を実施しておりま
す。

回収したパソコン類のリユースによ
る利益は、児童養護施設等の子ども
に贈るパソコンの購入と、講習会の
費用に充てられます。
パソコン講習会で子どもが一人 1 台
ずつこのパソコンを使い、修了後は
自分のものとして持ち帰ります。

ライツオン・チルドレンでは決算書作成を会計事務所に依頼し、所定の報告書等を東京都・税務
署などに提出しています。
活動計算書を次のページに掲載しています。貸借対照表、財産目録を含む財務諸表は当法人ホーム
ページで公開しています。
https://lightson-children.com/about/financial-statement/
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貸借対照表、財産目録を含む財務諸表は当法人ホームページで公開しています。  
https://l ightson-children.com/about/financial-statement/
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